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大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
、
安
田
銀
行
山
鹿
支
店
と
し
て

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
豊
前
街
道
沿
い
に
建
つ
洋
風
建
築
の
先
駆

け
で
あ
り
、
当
時
の
山
鹿
の
経
済
力
を
示
す
象
徴
と
な
り
ま
し

た
。

　

安
田
銀
行
撤
退
後
、
昭
和
四
十
八
年
ま
で
肥
後
銀
行
山
鹿
支

店
と
し
て
営
業
さ
れ
、
昭
和

六
十
二
年
に
山
鹿
市
が
譲
り
受

け
ま
し
た
。
建
物
は
、
当
時
の

重
厚
さ
を
残
し
た
ま
ま
、
山
鹿

灯
籠
民
芸
館
と
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

内
部
に
は
「
山
鹿
灯
籠
」
が

展
示
さ
れ
て
い
て
、
宮
造
り
、

座
敷
造
り
、
鳥
籠
、
矢
壷
、
金

灯
籠
と
多
彩
な
灯
籠
師
た
ち
の

匠た
く
みの
技
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
近
年
は
山
鹿
の
工
芸

品
も
展
示
さ
れ
、
充
実
し
た
山

鹿
工
芸
の
唯
一
の
展
示
場
と
し

て
、
観
光
客
や
市
民
に
喜
ば
れ

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。（
五
嶋
）

細
川
藩
の
絵
師
「
狩
野
洞
容
」（
か
の
う　

と
う
よ
う
）
が
描
い
た
と
さ
れ
る
「
双
龍
」

の
絵
で
す
。
昭
和
四
十
八
年
に
解
体
さ
れ
た

「
さ
く
ら
湯
」
の
、
御
前
の
湯
（
殿
様
の
湯
）

の
天
井
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
館

内
の
天
井
を
見
上
げ
る
と
、
力
強
い
タ
ッ
チ

で
描
か
れ
た
「
双
龍
」
が
ひ
っ
そ
り
と
物
静

か
に
鋭
い
目
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

山
鹿
灯
籠
民
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館
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吉
岡
家
は
代
々
農
業
を
営
み
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
明
治

に
か
け
て
は
新
田
の
開
発
や
運
送
業
、
養
蚕
業
を
手
が
け
ま
し
た
。

　

主
屋
は
木
造
、
一
部
二
階
建
て
で
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
頃

の
建
築
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
居
住
空
間
以
外
に
、
養
蚕
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
屋
根
の
上
部
に
越こ
し
や
ね

屋
根
を
設
け
て
い
る
点
、

座
敷
の
ほ
か
二
部
屋
の
床
下
に
石
火
鉢
を
備
え
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

主
屋
の
ほ
か
江
戸
蔵
（
江
戸
時
代
の
蔵
を
移
築
）、
明
治
蔵
（
明

治
二
十
二
年
・
一
八
八
九
年
建
築
）、
阿
弥
陀
堂
（
明
治
十
三
年
・

一
八
八
〇
年
建
築
）、
薬
医
門
、
塀
（
い
ず
れ
も
明
治
十
六
年
・

一
八
八
三
年
頃
建
築
）
の
計
六
件
の
建
築
物
が
登
録
有
形
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）
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大
森
家
住
宅
は
、
代
々
商
家
で
貸
家
業
、
金
融
業
、
酒
造
業
な
ど
を
営

ん
で
き
ま
し
た
。
豊
前
街
道
か
ら
菊
池
往
還
へ
分
岐
す
る
旧
高
札
場
に
近

く
、
古
く
か
ら
山
鹿
湯
町
の
中
心
地
と
さ
れ
る
場
所
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　

主
屋
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
建
設
の
木
造
二
階
建
て
で
、
重
厚
な

建
物
で
す
。
菊
池
往
還
に
面
す
る
こ
の
建
物
と
昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）

頃
に
建
築
さ
れ
た
北
塀
は
、
往
時
の
繁
栄
を
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
に
は
こ
の
ほ
か
観
音
堂
（
昭
和
三
十
二
年
・
一
九
五
七
年
建
築
）

と
蔵
（
明
治
時
代
初
期
建
築
）
も
あ
り
、
北
塀
と
同
時
期
の
建
築
と
考
え

ら
れ
る
西
塀
と
合
わ
せ
計
五
件
の
建
築
物
が
「
明
治
期
の
当
地
域
の
景
観

を
今
に
伝
え
る
」
と
評
価
さ
れ
、
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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）
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